
“マラリア対策への
ＯＤＡ拠出内容について”

（特活）サパ＝西アフリカの人達を支援する会
則武都子

*



農薬蚊帳の袋及び梱包材
の廃棄処理についての

ＷＨＯ内部文書

“農薬蚊帳に接触、または、農薬
蚊帳に使われているピレスロイ
ド系農薬を吸収しているかもしれ
ない袋に暴露することにより健
康への害及び環境への影響が
益々懸念される”

袋の再利用禁止

高温で焼却

安全な施設で保管

居住区より離れたところに

埋める

廃棄にかかわる人々は、

適切な防護用具を使用
など

*



*A Risk Assessment of Olyset Net for Workers and Users by Sumitomo



住友オリセットリスクアセスメント

黒田洋一郎「内分泌かく乱物質の脳神経系機能発達への影響と毒性メカニズム」

従来のNOAEL値：農薬などは通常の試験システムで毒性作用などが出ない従来のNOAEL値以下の

低用量において、ホルモンかく 乱作用などの低用量作用が出ることが科学的に立証されている。
NATURE Vol 490: 462-465,  2012

従来のNOAEL値
従来のNOAEL値



アメリカ小児科学会が子どもへの農薬曝露の
危険性について公式見解を発表

*



マラリア罹患
減少率50％以上地域

＊Namibia （農薬蚊帳保有率80%以上)

＊Sao Tome and Principe（保有率？）

Solomon Islands
Suriname
Thailand
Viet Nam
Cambodia*Cambodia*
Gambia*

＊Tanzania (保有率50-79%)

(United Republic)*
Above 80%, 50-79%, 20-49%, <20%

*Global Fund Strategic Investment for Impact

アフリカで３ヶ国のみ



*



*住友化学ＨＰ



✔毒性学、疫学、子どもの発達にかか
わる専門家の意見の反映

✔住民の声の反映

*

✔代替策
農薬の入らない普通蚊帳の配布
衛生環境の整備
子どもの栄養改善
薬用植物の活用
IPM
ワクチン開発など



*WHO World Malaria Report 2011


